




























1. 1. およそ 100年の歴史
まず西洋史研究室が辿った経緯を，東北大学の歴史
とともに概観してみよう。1907 （明治 40） 年 6月 22日，
東北帝国大学は日本で 3番目の帝国大学として創立し
た。1911 （明治 44） 年，澤柳政太郎が初代総長に就任，
現在の 3つの教育理念のうち ｢研究第一｣ ｢門戸開放｣ の
2つが打ち出される 4。附属図書館が設置されたのもこ
の年である 5。1913 （大正 2） 年には理科大学で女子の入
学が認められ，日本初の女性大学生が誕生した。
1922 （大正 11） 年 8月に，法文学部が開設され，翌













sal.tohoku.ac.jp/ europe/index.html： 文学部概要 https://www.sal.
tohoku.ac.jp/jp/ugrad/outline.html： 文学研究科概要 https://www.
sal.tohoku.ac.jp/jp/grad/ outline.html： Web アーカイブ https://
www2.sal.tohoku.ac.jp/history.html .















附属図書館に所蔵があるもので，“配架場所 // 請求記号 // 資




大学の理念をめぐって ̶̶ 大学創設時の時代状況｣ 『東北大学
高等教育開発推進センター紀要』 6，2011年，101～ 114頁： 
初山高仁 ｢東北大学の歴史と 『実学尊重』｣ 『国際文化研究科論
集』21，2013年，50～ 51頁。
5　 東北大学附属図書館沿革 http://www.library.tohoku.ac.jp/about/history. 
html . 東北帝國大學附属図書館 編 『閲覽ノ栞』 東北帝國大學，





図書館，1966年 （本館書庫 // UL274/086 // 00190118769） や 『東
北大学附属図書館要覧』 東北大学附属図書館、1967年 （本館書
庫 // UL2/051 // 00190118777） は，現在の本館が設置される前
の状況をリアルに伝えている。
6　 法文学部設置の経緯は，東北大学百年史編集委員会 『東北大
学百年史 1 通史 1』 東北大学研究教育振興財団，2007年 （本館
書庫 // FB22/0917 // 00070226475 ほか） 254～ 274頁。創立委
員であり初代法文学部長となった佐藤丑次郎教授 （憲法学講
座担任政治学講座兼担） は当時を述懐している。東北帝國大
學庶務課 編『東北帝國大學ノ昔ト今 ̶̶ 創立二十五周年記
念̶̶ 』（本館書庫 BF2矢島文庫 // FD/38 // 01790042836 ほ
か） 66～ 69頁： 『ものがたり東北大学の至宝』編集委員会 編 
『ものがたり 東北大学の至宝』 東北大学出版会，2009年 （本館
2F学閲 // FD4/0356 // 00080212571； 本館書庫 // FD4/0356 // 








































1947 （昭和 22） 年 10月，東北帝国大学から東北大学
に改称，1949 （昭和 24） 年には学制改革に伴い新制東北
大学に改組，法文学部は解体され，文学部 10・法学部・
経済学部が設置された。
1953 （昭和 28） 年，東北大学大学院文学研究科 （新制
大学院） が創設される 11。
1964 （昭和 39） 年，史学講座 （第一・第二） は西洋史
学講座 （第一・第二） に改称する。同年，川内に教養部
と図書館の分館も設置された。
1973 （昭和 48） 年，文学部が片平より現在の川内キャ
ンパスに移転，附属図書館本館も新築され，片平本館
および教養部分館の資料はすべて統合された 12。








西洋史研究室には，古代ギリシア史が専門の原 隨園 13 
が 1925 （大正 14） 年から 1930 （昭和 5） 年まで 14，古代
7　 『東北大のあゆみ ̶̶ 開学五十周年記念 ̶̶』 東北大学新聞





8　 同上，58～ 59頁。阿部次郎は 1921 （大正 10） 年春に東北大学
へ招聘され，法文学部創立前に留学，1923 （大正 12） 年に法文
学部創立より約半年遅れで着任，当初は東京から通い，翌年仙
台に移住した。





10   史学講座 （第一・第二） が開講。
11   同時に教育・法・経済・理・工・農学研究科が設置された。
12   片平の旧本館は現在の史料館である。創設以来から 1972 （昭









13   原 隨園 『ギリシア史研究』 1・2・3，創元社，1942～ 1944年 （1
＝本館書庫旧片平 // IIIA5/ハ 5 // 01600313242； 本館書庫旧教
養 // 231/8 // 01810895231，2＝本館書庫旧片平 // IIIA5/ハ 5 // 
01600313 251； 本館書庫旧教養 // 231/8 // 01810895249，3＝農
学分館共用書庫（本館旧工専図書） // GG/051 // 01791409491）： 
同 『新義西洋史』 共立社書店，1935年 （本館書庫旧教養 // 208/8 
// 01810745 146）： 同 『ギリシア史研究余滴』 同朋舎，1976年 
（本館書庫 // GA52/05 // 01840919811・01860438941； 本館書
庫 BF2学閲本別置 // GA52/05 // 01850224141）。




東北大学における西洋古代史研究　－ 附属図書館の有用性と研究の現在・過去・未来 － 73
ローマ史専門の祇園寺信彦 15が 1950 （昭和 25） 年から
1975 （昭和 50） 年まで，同じく古代ローマ史の松本宣
郎 16が 1978 （昭和 53） 年から 2008 （平成 20） 年までに
在籍していた。原の転出から祇園寺の着任までは 20年
間のブランクがあったことになるが，西洋美術史の児
島喜久雄 17が 1923 （大正 12） 年から 1937 （昭和 12） 年
に，古典学 （西洋古代中世哲学史）・フランス文学担当
で 『プルターク英雄伝』 の原典訳を行なった河野與一 18 





1959 （昭和 34） 年度のもの ［図 2］ である。
学生要覧 20もまた，確認できたもっとも古いものは　
1959 （昭和 34） 年度のもの ［図 3］ であった。
西洋史研究室出身の古代史研究者としては，平田隆
一・東北学院大学名誉教授 21，阪本 浩・青山学院大学
長 22，新保良明・東京都市大学 共通教育部 人文・社会
科学系教授 23，浦野 聡・立教大学文学部 史学科世界史
学専修教授 24，清宮 敏・教育学部 教育学科 中等教育専
攻教授 25，安井 萠・岩手大学 教育学部 社会科教育准教
授 26といった名前が挙げられる。いずれも現在の西洋
古代史学界の中心といえる研究者である 27。
筆者が大学院博士前期 （修士） 課程に入学した 2010 




2011 （平成 23） 年度末に前期・後期ともに大勢修了 （学
位取得） したのを境にして，院生の人数は減少の一途
を辿る （これは西洋史研究室に限った話ではないが）。




15   祇園寺信彦 『共和政期ローマの国家と社会』 雄松堂出版，1999年 
 （本館書庫 // GA54/039 // 00990140019 ・ 00990140027 ・ 00990209627）。 
史料館に人事記録が残る ［図 1］。名誉教授となった教員のみ，
没後に記録が史料館に移管される仕組みとなっている。
16   松本宣郎 研究代表 『ローマ帝国の支配下属州民の心性の研究』 
≪平成 13年度～平成 15年度 （2001～ 3年度） 科学研究費補
助金基盤研究 （C） （2） 研究成果報告書 （課題番号 13610440） ≫ 
2004年 （農学分館共用書庫 （本館科研費報告書） // KAKEN/ 
2004/0488 // 00127018427）： 同 『キリスト教徒が生きたロー
マ帝国』 日本キリスト教団出版局，2006年 （本館書庫 // 
HP61/021 // 00060082504； 本館書庫 BF2宮田文庫 // GG/0380 // 
00080339781）。
17   兒島喜久雄 『希臘の鋏』 道統社，1942年 （本館書庫 // K21/013 
// 01840580024； 本館書庫旧片平 // VA1/コ 4 // 01600481760）： 
同 『児島喜久雄画集』 用美社，1987年 （本館書庫 // KC229/041 
// 00870126587・00880183120）。 児 島 文 庫 http://www.library.
tohoku.ac.jp/collection/collection/comentary.html#kojima .
18   河野與一 『現代佛蘭西哲學』 岩波書店，1933年 （本館書庫旧
教養 // 108/6/4 // 01792624577） ほか著書・翻訳多数。河野文
庫 http://www.library.tohoku.ac.jp/collection/collection/comentary.
html#kono . 新田義之 『東北大学の学風を創った人々』 東北大学
出版会，2008年 （本館 2F学閲 // FB22/0887 // 00080104992； 
本館書庫 // FB22/0887 // 00090016682； 工学分館 2F図書 // 
377.28/73 // 03100010509； 医学分館共用書庫仮（図書） // 
FB22/16 // 01100009582） 178～ 243頁も参照。
19   1945 （昭和 20） 年までの西洋古典学 （西洋古代の歴史学のみなら
ず，文学・哲学・美術史なども含まれる） の研究成果は，渡邉
雅弘 編 『日本西洋古典學文獻史 ̶̶ 切支丹時代から昭和二十
年までの著作文献年表 ̶̶』1・2・3，2001年 （本館 2F学閲 // 
KE154/ 011 // 0130108710・00130108728・00130108736） に詳しい。
20   毎年発行されていたわけではなかったという。
21   平田隆一，松本宣郎 共編 『支配における正義と不正 ̶̶ ギリ
シアとローマの場合』 南窓社，1994年 （本館書庫 // GA51/08 // 
00970302431； 本館2F学閲ゆかり // GA51/08 // 00100294142）。
22   2019 （令和元） 年 12月 16日付。阪本 浩，鶴島博和，小野善
彦 共編 『ソシアビリテの歴史的諸相 ̶̶ 古典古代と前近代
ヨーロッパ』 南窓社，2008年 （本館 2F学閲 // GG71/082 // 
00100189759）。
23   兼・同大学世田谷キャンパス図書館長。新保良明 『古代ローマ
の帝国官僚と行政 ̶̶ 小さな政府と都市』 ミネルヴァ書房，
2016年 （本館 2F学閲 // GA54/0136 // 00180155599）。
24   浦野 聡，深津行徳 編著 『人文資料学の現在』1，春風社，
2006年 （本館書庫 // H11/028 // 00060151052）： 浦野 聡 編 『古
代地中海の聖域と社会』 勉誠出版，2017年 （本館 2F学閲 // 
HK51/030 // 00170064328）。
25   清宮 敏 『殺人の穢れとポリス市民共同体』≪昭和 63年度科学研
究費補助金 （奨励研究 （A）） による研究成果の印刷物送付書≫ 
 （農学分館共用書庫（本館科研費報告書） // KAKEN/1988/0175 
// 00137018631）。
26   安井 萠 『共和政ローマの寡頭政治体制 ̶̶ ノビリタス支配の
研究』 ミネルヴァ書房，2005年 （本館 2F学閲 // GA54/066 // 
00090217695； 本館書庫 // GA54/066 // 00070135310； 文西洋史 
// GA54 /066 // 00080280337）。






1932 （昭和 7） 年，西洋史研究室に事務局を置く東北
帝国大学西洋史研究会が発足する。1889 （明治 22） 年の
史学会創設の 43年後であった。1955 （昭和 30） 年，東
北大学西洋史研究会に改称，1972 （昭和 47） 年 には西
洋史研究会へと移行し 28，現在に至る。年に 1回大会が




28   西洋史研究会ホームページ http://www2.sal.tohoku.ac.jp/europe/
seiyoshi/index.htm .
29   第 1輯は 1943 （昭和 18） 年から，新輯第 1輯は 1972 （昭和 47） 
年から発行されている。最新号は 2019 （令和元） 年度の新輯第
48輯。
 
図 1　 1951 （昭和 26） 年度の人事異動通知書 （史料館蔵）。
職務内容として ｢依頼された西洋古代史の忠実なる
講義｣ と記されている。
図 2　1959 （昭和 34） 年度の時間割表 （史料館蔵）。
図 3　1959 （昭和 34） 年度の時間割表 （史料館蔵）。
　　　 祇園寺助教授の特殊講義で，Max Weber: Feudal- 
ismus, Ständestaat u. Patrimonialismus の講読と記
されている。








モムゼンやギボンの研究成果である 30。パウリ = ヴィッ
ソヴァの古典古代学大百科事典は全巻が揃っている 31。
また，批判的校訂本の所蔵数が非常に多い。
Bibliotheca Scr iptorum Graecorum et Romanorum 
Teubneriana32，Scriptorum Classicorum Bibliotheca 
Oxoniensis33，Collection des universités de France34などが，




















30   eodor Mommsen, Römische Geschichte , Wien （本館書庫旧教養 
// 232/10 // 01800041742； 本館書庫旧片平 // IIIA8-3/M3 // 
01602117619・01602117627・01602117635 ※ 初版は 1854年） . 
テオドール・モムゼンは 1902年のノーベル文学賞受賞者で 
ある。同書には英訳・邦訳もある。eodor Mommsen，
translated by W. P. Dickson, The History of Rome, 1・2・3・4，
New York, 1911 （本館書庫 BF2粟野文庫 // 232/1/1・2・3・4 
// 01793137065・01793137073・01793137081・1793137090）： 
テオドール・モムゼン 著，杉山吉朗 訳 『ローマ史』 上・下，
文芸社，2012年 （本館 2F学閲 // GA54/099 // 00130107513・
00130107521）： テオドール・モムゼン 著，長谷川博隆 訳 
『ローマの歴史』 1・2・3・4，名古屋大学出版会，2005～
2007年 （本館書庫 // GA54/060 // 00130218401・00130218396・
00130218388・00130218370； 工建空間文化史 // 232/1/1 （・2・3・4） 
// 03070029253・03070029261・03070029270・03070029288 ※ 1・
2・4巻は本館 2F学閲に，3・4は文西洋史にも所蔵されている。
請求記号は本館書庫のものと同一である）： Edward Gibbon，
e History of the Decline and Fall of the Roman Empire , vol. 1-8，






31   Pauly-Wissowa, Realencyclopädie der Classischen Altertumswis- 
senschaft , Stuttgart, 1958-1978 （古典古代学大百科事典）．1839
年にAugust Paulyにより刊行が始まった。第 1シーズン 49巻，
第 2シーズン 19巻，補遺 15巻，索引 1巻の計 84巻からなる。
刊行が終了したのは 1978年 （本館書庫 // G2/9 // 資料番号は
省略； 本館旧片平 // ID/P3 //資料番号は省略； Sonderabdruck 
（抜刷） が本館 2号館準貴室チーテルマン文庫 // ID/1 // 
0179202812； 本館旧片平 // IVA3-5/K4 // 01602420813）。
32   通称トイプナー版。目下最大の古典叢書で，改定を重ねたテキ
ストの信頼性は高い。東北大学における所蔵総数 842件 （以下
4つのシリーズに関して，業務用 OPAC と利用者向け OPAC 
では所蔵件数に差異が生じるものがあるが，ここでは業務用 
OPAC での表示件数を記載する）。
33   Oxford Classical Texts （OCT），数はトイプナー版に劣るもが信
頼性は高い。所蔵総数 119件。
34   ビュデ版。仏対訳。後述のロウブ版にやや勝る。中には優れ
た注釈を備えたものもある。所蔵総数 518件。
35   旧分類の方は，蔵書印によれば，受入時期には数十年の開き
があり，誰が発注・購入したのか定かではないものが多い。
36   ロウブ版。英対訳。総数 572件。教育機関向けのデジタル版
もある（https://mirai.kinokuniya.co.jp//2017/11/2155/）。




はないだろうか。例えば 2019 （令和元） 年 10月 12・13日の台
風 19号で浸水の被害を受けた東京都市大学世田谷キャンパス
図書館ではロウブ版はすべて廃棄処分となったと，筆者は新

























38   京都大学出版社によるシリーズ。https://www.kyoto-up.or.jp/
series.php?id=103 . 主に学閲 2階 （KE211/035 ※ KE は言語・
文学一般に分類される） に配架されている （なぜかアンミア
ヌス・マルケリヌス 『ユリアヌス登場』 の 1冊のみ請求記号 
GA54/0132。※ GA は歴史叙述一般）。
39   筆者もかつて愛読した資料群が並んでいる。中には塩野七生
氏の著作 （の一部も） もみられるが，氏の作品を研究上どう位
置づけるべきかは，小田中直樹 『歴史学ってなんだ？』 PHP 研
究所，2004年 （本館 2F学閲 // G12/0133 // 00040145159； 文西
洋史 // G12/0133 // 00130201215） 24～ 39頁を参照。






る。南川高志 編 『378年 ̶̶ 失われた古代帝国の秩序』 山川
出版社，2018年 ［シリーズ “ 歴史の転換期 ”］ （本館 2F学閲 // 
GA32 /0168 // 00180114436； 東北ア研図書室 // GA32/0168 // 
00180148816）：牛村 圭 編 『文明と身体 Civilization and the Body』 
臨川書店，2018年 （本館 2F学閲 // G11/071 // 00180182731）： 
上智大学文学部史学科 編 『歴史家の調弦』 上智大学出版， 
2019年 （本館 2F学閲 // G12 /0239 // 00190106466）。
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“ 文ヨーロッパ史 （文西洋史）” 所在の登録件数は
1741件 （図書 1558件，雑誌 183件） である 43。資料の














Corpus Inscriptionum Latinarum （CIL・ラテン碑文集）46 
である。ケルン大学でオープンアクセス化 47されては
いるが，あまり利用しやすいとはいえず，できれば書
籍の形での所蔵を希望する 48。Inscriptiones  Graecae （IG・
ギリシア碑文集） 49に関しても然りである 50。
41   2015年に筆者が要望して購入された書籍などがもっとも新しい
部類に入るだろう。Fritz Graf，Roman festivals in the Greek East : 
from the Early Empire to the Middle Byzantine Era, Cambridge, 2015 










タ一覧を掲載した D. Kienast, W. Eck, M. Heil, （eds. ）， Römische 
Kaisertabelle: Grundzüge einer römischen Kaiserchronologie  （6., 
vollst）， Darmstadt，2017 も有用と思われる （ちなみに 2020年 1
月現在，国内で同書の 2017年版を所蔵している館はない）。
42   教員の場合は “ 購入図書選定 ”，学生なら “ 学生図書リクエス
ト ” （いずれも My Library の利用者サービス） から希望図書を
申し込むことができる。
43   “ 研究室行き ” 段階のものはカウントしていない。ほか，“文
松本宣郎” 所在のもの 15件 16冊中 15冊が不明不在の状態，“文
小野善彦 ” 所在が 7件 （図書 4件，雑誌 3件。雑誌はすべて単
品），“文有光秀行 ” 所在が 43件 （図書 42件 43冊，雑誌 1件）。
近年では教員個人の名前ではなく，研究室名で所在変更する
傾向にある。
44   その前の10年間 （2000年から2009年） のものは405件である。
なお，出版年代と購入年代は必ずしも一致するものではない。
45   例えば，ホルスト・ブランク 著，戸叶勝也 訳 『ギリシア・ロー
マ時代の書物』 （文西洋史 // UM11/0236 // 00130193357）： 桜井
万里子，本村凌二 著 『ギリシアとローマ』 中央公論社，1997
年 （文西洋史 // GA32/048 // 00140045896）： ピーター・サルウェ
イ 著，南川高志 監訳，鶴島博和 日本語版監修 『ローマ帝国時
代のブリテン島』 慶應義塾大学出版会，2011年 （文西洋史 // 
GG221/ 038 // 00110348840） など。
46   1853年にベルリンのプロイセン・アカデミーから碑文収集プ
ロジェクト実施の委託を受けたモムゼンにより設立。1863年
に第 1巻が刊行された。
47   https://arachne.uni-koeln.de/drupal/?q=en/node/291 .




電子書籍利用 ̶̶ その現状・課題・展望｣ 豊田浩志 編 『モノと
ヒトの新史料学 ̶̶ 古代地中海世界と前近代メディア』 勉誠出
版，2016年 （本館2F学閲 // GA47/016 // 00160050494），64～70頁。
49   1815年にベルリン・ブランデンブルク人文社会科学アカデミー
のプロジェクトとして設立した。
50   19世紀，考古学と共に発展した碑文学は文献史学の限界を押し
拡げ，｢科学としての歴史｣ を可能にした。IG や CIL などの網
羅的編纂事業の成果を踏まえることなしには，誰も西洋古代史
の信頼おける個別研究や説得力のある通史を書くことはできな
い。浦野 聡 ｢パピルス ̶̶ アピオン家文書｣ 浦野 聡，深津行徳 













未登録のものが少なからずあり，『西洋史研究』 も 2004 









51   西洋史研究室に所在がないものでも，たいていのものは附属
図書館 2号館もしくは教育学部・経済学部・法学部および東
北アジア研究センターの図書室で閲覧可能である。
52   ほかにも，部分的に所蔵しているものや，購読終了してしまっ









53   Perseus Digital Library http://www.perseus.tufts.edu/hopper/ （原典・ 
英訳の検索）： e Latin Library https://www. thelatinlibrary.com/ （古
典ラテン文献の閲覧）： TOCS-IN http://projects.chass.utoronto.ca/
amphoras/tocs.html （二次文献検索）： L’anne philologique http://www. 
annee-philologique.com/aph/（西洋古典学の文献検索サイト ※ 学
内 の み ）： Bryn Mawr Classical Review http://bmcr.brynmawr.edu/





































































55   利用案内 http://www.library.tohoku.ac.jp/guide/guide.html .
56   東北大学附属図書館から他大学へは，18世紀に出版されたか
なり劣化した書籍であっても，現物の貸出を行なっている。
57   組織再編により 2019 （令和元） 年 7月 1日から参考調査係と相
互利用係が統合の上 ｢レファレンス係」と改称，｢学習支援係｣ 
が新設された。






59   毎年 1名ないし 2名の研究者を他大学から招聘し西洋古代史
に関する講義が行なわれる。
60   古代ローマ史研究者の本村凌二氏は，ローマ史担当教官不在時
に東京大学大学院に進学したという。弓削 達 『地中海世界 ̶̶ 
ギリシア・ローマの歴史』 講談社，2020年 （原本は 『新書西洋史 
2 地中海世界 ̶̶ ギリシアとローマ』 講談社，1973年），200頁 （本












ac.jp/kenkyo/jsps/kenkyuin_3.html）。2019 （平成 31） 年からは文系と



















































究会 （事務局は首都大学東京 人文社会学部 人文学科 歴史学・考




61   意外に知られていないらしい新着図書案内 （https://opac.library.
tohoku.ac.jp/opac/newbook/?lang=0&codeno=1） や キ ャ ン パ ス
間搬送サービス （http://www.library.tohoku.ac.jp/guide/delivery.
html） のことも併せて明記しておく。
62   ここ 10年で学界の国際化は急速に進み，そのためのバックアッ
プ活動も頻繁に行われるようになった。日本中世学会 （http://
www.medievalstudies.jp/） の若手セミナーや，東京大学の付属











63   服部良久，南川高志，山辺規子 編著 『大学で学ぶ西洋史 古代 
// 中世』 ミネルヴァ書房，2006年 （本館 2F学閲 // GG71/071 // 
00060237316； 文西洋史 // GG71/071 // 00160026397 ※ OPAC 
に表示されるタイトルが表紙に記載されているものと若干異
なって見えることに注意が必要である），10頁。
64   服部良久 他編 『人文学への接近法 ̶̶ 西洋史を学ぶ』 京都大学 
学術出版会，2010年 （本館2F学閲 // GG36/08 // 00100144529）， 
63頁。
65   末尾にて，これから西洋 （古代） 史研究に取り組む学部生向け
に，東北大学が所蔵する資料で有用なもののほ
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